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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

新
た
な「
中
東
ド
ク
ト
リ
ン
」を

ハ
マ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
闘

大
戦
争
回
避
す
る
指
導
力
こ
そ

　

中
東
で
再
び
戦
渦
が
起
き
た
。
10
月
7
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

ガ
ザ
地
区
を
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対

し
て
戦
闘
を
開
始
し
た
。
大
勢
の
戦
闘
員
が
境
界
を
越
え
、
外
国
籍

を
有
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
含
む
2
0
0
人
以
上
を
人
質
と
し
て
連

れ
去
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
で

応
戦
し
、
予
備
兵
を
招
集
し
て
大
規
模
な
地
上
侵
攻
の
準
備
を
整
え

た
。
開
戦
か
ら
2
週
間
で
双
方
の
死
者
数
は
5
1
0
0
人
超
（
ガ
ザ

住
民
約
3
7
0
0
人
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
約
1
4
0
0
人
）
に
達
し
、

負
傷
者
は
1
万
2
0
0
0
人
超
に
上
っ
て
い
る
。
世
界
中
が
ハ
マ
ス

の
テ
ロ
行
為
を
非
難
す
る
一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
過
剰
反
応
を
警
戒

す
る
世
論
も
各
地
で
台
頭
す
る
中
、
国
際
社
会
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
欧
諸
国
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
を
支
援
す
る
ア
ラ
ブ
諸
国
や
イ

ス
ラ
ム
諸
国
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
連
帯
を
強
調

す
る
米
国
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
て
大
規
模

抗
戦
に
慎
重
姿
勢
を
示
す
一
方
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
採
決
さ

れ
た
人
道
主
義
に
基
づ
く
戦
闘
の
「
中
断
」
決
議
案
に
拒
否
権
を
行

バイデン政権

定点
観測
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使
し
て
否
決
し
た
。
混
迷
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
味
方
」
鮮
明
に

　
「
子
ど
も
や
赤
ん
坊
が
惨
殺
さ
れ
、
家
族
全
員
が
虐
殺
さ
れ
た
。

レ
イ
プ
さ
れ
、
斬
首
さ
れ
、
生
き
た
ま
ま
焼
か
れ
た
。
ハ
マ
ス
に
よ

る
残
虐
行
為
は
、
I
S
I
S
（
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に

よ
る
極
悪
な
惨
状
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
悪
の
権
化
を
世
界
に
解
き

放
っ
た
。ユ
ダ
ヤ
人
の
神
聖
な
祝
日
だ
っ
た
10
月
7
日
は
、ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
（
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
）
以
来
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
最
悪
の
日

と
な
っ
た
。
米
国
は
立
ち
上
が
り
、
あ
な
た
方
を
一
人
に
は
さ
せ
な

い
。
私
た
ち
は
あ
な
た
方
と
と
も
に
立
ち
向
か
う
」

　

10
月
18
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
た
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
と
の
会
談
後
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
ホ
テ
ル
で
の
演
説
で
こ

う
強
調
し
た
。
30
人
以
上
の
米
国
籍
を
持
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
含
め

た
人
質
全
員
の
救
出
が
、「
最
優
先
の
課
題
だ
と
断
言
す
る
」
と
も

述
べ
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
の
安
全
な
場

所
で
あ
る
た
め
に
生
ま
れ
た
。
再
び
安
全
な
場
所
と
す
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
表
明
し
た
。

　

1
9
4
7
年
11
月
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割

勧
告
（
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
二
つ
の
国
家
を
建
設
し
、
聖

地
エ
ル
サ
レ
ム
を
国
際
管
理
下
に
置
く
内
容
）
に
基
づ
き
、
こ
れ
を

受
諾
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
翌
48
年
5
月
14
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
を

宣
言
し
た
。
当
時
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
他
国
に
先
駆
け
て
イ
ス

イスラム組織ハマスのイスラエル急襲を受けてホワイトハウスで国家安全保障チームと
協議するバイデン米大統領＝2023年10月12日、ホワイトハウスのフェイスブックから



— 75 —

アジア時報

ラ
エ
ル
を
国
家
承
認
し
た
の
は
、そ
の
11
分
後
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

米
国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
政
策
を
、
今
に
至
る
75
年
間
、
一
貫
し
て

維
持
し
て
き
た
。

　

だ
が
、
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
が
中
東
紛
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
勧
告
案
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
全

人
口
1
9
7
万
人
の
約
3
分
の
1
の
60
万
人
だ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
約

6
割
の
土
地
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ

ア
、
レ
バ
ノ
ン
な
ど
ア
ラ
ブ
諸
国
は
反
対
し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が

建
国
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
で
衝
突
は
決
定
的
と
な
り
、
第
一
次
中
東

戦
争
（
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
）
に
突
入
。
英
米
の
支
援
を
受
け
た
イ
ス

ラ
エ
ル
が
勝
利
し
た
が
、
そ
の
後
も
3
度
に
わ
た
る
中
東
戦
争
が
起

き
、
対
立
は
今
も
続
く
。

　

そ
の
対
立
の
激
化
を
危
惧
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
演
説
で
こ
う
も
強
調
し
た
。「
今
回
の
テ
ロ
攻
撃
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
と
っ
て
の
9
・
11
（
米
同
時
多
発
テ
ロ
）
と
言
わ
れ
る
。
正

義
は
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
私
は
こ
う
警
告
す
る
。

怒
り
を
感
じ
て
も
、
そ
れ
に
の
み
込
ま
れ
て
は
い
け
な
い
。
パ
レ
ス

チ
ナ
人
の
大
多
数
は
ハ
マ
ス
で
は
な
い
。
ハ
マ
ス
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人

の
代
表
で
は
な
い
。
ハ
マ
ス
は
ガ
ザ
の
罪
の
な
い
家
族
を
人
間
の
盾

と
し
て
使
い
、
司
令
部
や
武
器
を
住
宅
地
に
置
い
て
い
る
」

「
ガ
ザ
占
領
は
大
き
な
過
ち
」
と
も

　
「
ハ
マ
ス
を
壊
滅
さ
せ
る
」
と
主
張
し
、
地
上
侵
攻
に
よ
っ
て
ガ

ザ
全
域
を
占
拠
す
る
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
戦
時
・
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
政
権
に
自
制
の
促
す
発
言
と
も
い
え
る
。
ハ
マ
ス
の
攻
撃

直
後
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
全
面
的
な
支
持
を
与
え
て
い
た
バ
イ
デ
ン
政

権
だ
っ
た
が
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
強
硬
姿
勢
を

見
て
と
り
、
訪
問
前
の
10
月
15
日
に
放
映
さ
れ
た
米
C
B
S
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
60
ミ
ニ
ッ
ツ
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
占
領
は
「
大
き
な
過
ち
だ
」
と
指
摘
し
、
冷
静
に

対
応
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

米
国
に
は
苦
い
経
験
が
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
身
が
認
め
る

「
9
・
11
後
の
過
ち
」
で
あ
る
。
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
政
権
（
共

和
党
）
は
怒
り
に
任
せ
て
、
イ
ラ
ク
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
。
当
時
上

院
議
員
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン
氏
も
他
の
多
く
の
民
主
党
議
員
と
共
に
対

イ
ラ
ク
武
力
行
使
の
権
限
を
大
統
領
に
与
え
る
決
議
に
賛
成
し
た
一

人
だ
っ
た
。「
戦
時
の
決
断
は
容
易
で
は
な
い
。
常
に
犠
牲
が
伴
う
。

熟
慮
が
必
要
で
あ
り
、
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
達
成
で
き
る
か

ど
う
か
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
演
説
で
訴
え
た
。

　

こ
れ
は
、
米
国
の
難
し
い
立
場
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

2
0
2
2
年
末
に
政
権
に
返
り
咲
い
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
連
立
政
権
に

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹
立
を
認
め
ず
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
ヨ

ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
併
合
を
主
張
す
る
極
右
政
党
も
入
っ
て
お
り
、

最
高
裁
判
所
の
権
限
縮
小
を
柱
と
す
る
司
法
制
度
改
革
と
合
わ
せ
て

バ
イ
デ
ン
政
権
と
対
立
す
る
局
面
が
続
い
て
き
た
。
そ
れ
で
も
ハ
マ

ス
の
残
忍
な
テ
ロ
に
は
断
固
と
し
て
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
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た
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
全
面
的
に
支
持
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

一
方
で
、「
ハ
マ
ス
壊
滅
」
を
掲
げ
る
強
硬
路
線
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
が
、
大
規
模
な
地
上
侵
攻
に
踏
み
切
れ
ば
、
逃
げ
場
の
な
い
大

勢
の
パ
レ
ス
チ
ナ
住
民
が
犠
牲
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
が
現
実

に
な
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
黙
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
バ
イ
デ
ン

大
統
領
の
イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問
に
先
駆
け
て
中
東
各
国
を
回
っ
た
ブ
リ

ン
ケ
ン
国
務
長
官
に
は
多
く
の
懸
念
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
残
虐
行

為
を
犯
し
た
ハ
マ
ス
非
難
で
は
米
国
と
一
致
す
る
が
、
同
時
に
イ
ス

ラ
エ
ル
の
不
法
な
入
植
こ
そ
が
問
題
だ
と
口
を
そ
ろ
え
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ

ザ
包
囲
網
を
解
く
べ
き
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
や
生
活
サ
ー
ビ

ス
の
妨
害
を
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
シ
シ
大

統
領
は
「
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
怒
り
と
憎
悪
の
結
果
で
あ

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
は
解
決
策
を
見
い
だ
す
希
望
が
な
か
っ
た
こ

と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
窮
状
に

こ
そ
目
を
向
け
る
よ
う
求
め
た
。
人
道
主
義
の
見
地
か
ら
ハ
マ
ス
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
闘
激
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
戦
火
の
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
も
、
米
国
の
重
要
な
任
務
と
な
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
か
ら
か
ろ
う
じ
て
合
意
を

取
り
付
け
た
の
が
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
ガ
ザ
地
区
へ
の
人
道
支
援
物
資

の
搬
入
実
施
だ
っ
た
。
帰
途
に
つ
い
た
大
統
領
専
用
機
か
ら
エ
ジ
プ

ト
の
シ
シ
大
統
領
と
電
話
で
協
議
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
破
壊
し
た

米欧など

仲介に意欲示すが、
病院爆破で
イスラエルを非難

反イスラエル。
ハマス、ヒズボ
ラを支援

米国、エジプト、
パレスチナとの
協議提唱

病院爆破でイスラエ
ルを非難。国交正常
化交渉凍結か

ハマスを
せん滅する

仲介実績 エジプト サウジアラビア

ヨルダン

シリア

イランパレスチナ
自治政府

イスラエル

トルコ

レバノン

露中など

イスラム教
シーア派組
織ヒズボラ

イスラム組
織ハマス

イスラエルを
警戒

イスラエルを
支持

ガザ地区

中東危機をめぐる各国の関係

アラブ諸国

国交
国交回復
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エ
ジ
プ
ト
と
境
を
接
す
る
ガ
ザ
地
区
南
部
の
ラ
フ
ァ
検
問
所
を
開
通

さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
包
囲
が
続
く

中
、エ
ジ
プ
ト
ル
ー
ト
に
よ
る
物
資
搬
入
に
メ
ド
が
つ
い
た
こ
と
は
、

特
に
ガ
ザ
南
部
に
押
し
寄
せ
る
避
難
民
の
人
道
危
機
を
緩
和
す
る
一

歩
に
な
る
。

国
際
協
調
の
輪
を
乱
す
米
国

　

だ
が
、
米
国
の
苦
悩
は
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
の
場
で
表
れ

た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問
と
平
行
し
て
安
全
保
障

理
事
会
が
緊
急
会
合
を
開
い
た
。
焦
点
は
、
ガ
ザ
地
区
の
パ
レ
ス
チ

ナ
住
民
の
人
道
危
機
回
避
策
を
め
ぐ
る
議
論
だ
っ
た
。
10
月
の
議
長

国
の
ブ
ラ
ジ
ル
が
人
道
支
援
物
資
を
供
給
す
る
た
め
に
戦
闘
を
「
中

断
」
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
案
を
提
出
し
た
。
採
決
で
は
15
カ
国

中
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
な
ど
12
カ
国
が
賛
成
し
た
。
英
国
と

ロ
シ
ア
が
棄
権
し
た
が
、
米
国
が
拒
否
権
を
行
使
し
て
否
決
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
。

　

米
国
の
リ
ン
ダ
・
ト
ー
マ
ス
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
国
連
大
使
は

反
対
の
理
由
に
つ
い
て
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
自
衛
権
に
言
及
し
て
お
ら

ず
、
失
望
し
た
」
と
述
べ
た
。
だ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
立
場
に
配
慮

す
る
あ
ま
り
、
人
道
危
機
を
緩
和
す
る
た
め
の
戦
闘
の
「
中
断
」
の

機
会
を
封
じ
た
こ
と
に
、
む
し
ろ
多
く
の
国
が
失
望
の
色
を
隠
せ
な

か
っ
た
。
最
後
に
ス
ピ
ー
チ
し
た
唯
一
の
ア
ラ
ブ
国
家
で
あ
る
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
の
ラ
ナ
・
ヌ
ッ
セ
イ
バ
国
連
大
使
は
「
こ
の
破
滅
的

な
戦
争
は
刻
一
刻
と
国
際
人
道
法
を
愚ぐ

弄ろ
う

し
て
い
る
」と
指
摘
し
た
。

　

米
国
は
、
こ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
な
る
と
国
際
協
調
を
乱
す
。

米
英
仏
中
露
の
常
任
理
事
国
は
拒
否
権
を
持
ち
、
1
カ
国
で
も
反
対

す
れ
ば
決
議
案
は
通
ら
な
い
。
米
国
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
の
は
こ

れ
ま
で
83
回
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
半
分
以
上
の
45
回
が
イ
ス
ラ
エ
ル

問
題
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
不
法
な
入
植
を
非
難
す
る
な
ど
、
い
ず
れ

も
イ
ス
ラ
エ
ル
に
不
利
な
決
議
案
だ
っ
た
。
今
回
の
決
議
案
の
否
決

に
は
日
本
で
す
ら
「
残
念
だ
」
と
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
。
人
道
主

義
を
最
優
先
に
考
え
た
各
国
の
判
断
を
袖
に
し
た
米
国
一
国
主
義
の

現
実
で
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
を
巡
っ
て
他
国
と
一
線
を
画
す
る
米
国
の
「
一

国
主
義
」
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。
米
外
交
問
題
評
議
会
（
C
F
R
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
米
国
の
中
東
外
交
は
、
①
湾
岸
地
域
か
ら
の
石
油

の
自
由
な
流
れ
を
確
保
す
る
こ
と
、
②
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
続
と
安
全

を
保
証
す
る
こ
と
、
③
旧
ソ
連
の
影
響
力
を
制
限
す
る
こ
と

─
と

い
う
三
つ
の
主
要
な
利
害
を
柱
に
組
み
立
て
ら
れ
て
き
た
。

米
国
の
「
中
東
一
国
主
義
」
の
源
泉

　

ま
ず
は
、
石
油
だ
。
C
F
R
に
よ
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦

時
、
米
国
は
世
界
の
石
油
供
給
の
60
％
を
生
産
し
て
い
た
。
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
支
配
に
よ
り
、
米
国
は
日
本
な
ど
へ
の
石
油
の
輸
出
を
禁

止
す
る
と
同
時
に
、
英
仏
な
ど
同
盟
国
へ
の
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と



— 78 —

が
で
き
た
。
し
か
し
、
大
戦
が
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
国
内
の

油
田
が
数
年
で
枯
渇
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
、
海
外
に
新
た
な
石

油
供
給
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
国
家
安
全
保
障
上
の
優
先
事
項
に
位

置
付
け
た
。
そ
の
相
手
が
、
膨
大
な
石
油
埋
蔵
量
を
発
見
し
た
ば
か

り
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
だ
っ
た
。

　

次
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
あ
る
。
中
東
で
最
も
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
は
、
1
9
4
8
年
の
建
国
時
に
さ
か

の
ぼ
る
。
先
述
し
た
「
独
立
宣
言
か
ら
11
分
後
の
国
家
承
認
」
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
の
演
説

で
も
紹
介
し
、
そ
の
絆
の
深
さ
を
印
象
付
け
て
い
る
。
民
主
国
家
で

あ
り
人
道
主
義
を
重
視
す
る
米
国
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
苦
難
を
経

験
し
た
欧
州
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
安
息
の
地
を
提
供
す
る
義
務
を
感
じ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
国
家
承
認
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
か
っ
た
。
1
9
4
8
年
大
統
領
選
で
勝
利
を
目
指

す
民
主
党
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
米
国
内
の
ユ
ダ
ヤ

人
票
を
確
保
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
略
的
に
は
、

東
西
冷
戦
が
始
ま
る
中
、
中
東
に
お
い
て
民
主
主
義
国
家
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ソ
連
と
共
産
主
義
が
こ
の
地
域
で
新
た
な
足
場
を

築
く
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
「
親

イ
ス
ラ
エ
ル
」
政
策
は
当
然
の
よ
う
に
、「
反
イ
ス
ラ
エ
ル
」
の
ア

ラ
ブ
諸
国
か
ら
の
反
発
を
招
い
た
。

　

三
つ
目
の
「
ソ
連
抑
止
」
は
、
激
化
す
る
冷
戦
下
で
の
中
東
争
奪

戦
の
色
合
い
が
濃
か
っ
た
。
1
9
5
6
年
に
エ
ジ
プ
ト
が
イ
ン
ド
洋

と
地
中
海
を
結
ぶ
ス
エ
ズ
運
河
を
国
有
化
す
る
と
宣
言
。
英
仏
と
イ

ス
ラ
エ
ル
が
奪
還
を
目
指
し
て
軍
事
侵
攻
し
、第
二
次
中
東
戦
争（
ス

エ
ズ
戦
争
）
が
勃
発
し
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
ア
ラ
ブ
諸
国
が
親
ソ

傾
斜
を
強
め
る
こ
と
に
懸
念
を
持
っ
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
英

仏
・
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
撤
退
を
求
め
る
と
同
時
に
、
ソ
連
の
中
東
浸

透
を
防
ぐ
た
め
に
中
東
諸
国
へ
の
財
政
的
・
軍
事
的
支
援
を
約
束
し

た
。勢

力
図
決
め
た
中
東
戦
争

　

今
の
中
東
地
図
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
1
9
6
7
年

の
第
三
次
中
東
戦
争
（
6
日
間
戦
争
）
と
1
9
7
3
年
の
第
四
次
中

東
戦
争
（
ヨ
ム
・
キ
プ
ル
戦
争
）
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
米
国
で
奔
走

し
た
の
が
、
共
和
党
・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
、
続
く
民
主
党
の
カ
ー

タ
ー
大
統
領
で
あ
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ
ラ
ク
を
奇
襲
し
、
6
日
間

で
停
戦
し
た
第
三
次
中
東
戦
争
で
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
領
ヨ

ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
、
エ
ジ
プ
ト
領
ガ
ザ
地
区
と
シ
ナ
イ
半
島
、
シ

リ
ア
領
ゴ
ラ
ン
高
原
を
占
領
し
た
。
失
地
回
復
を
狙
う
ア
ラ
ブ
諸
国

は
1
9
7
3
年
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
が
シ
ナ
イ
半
島
と
ゴ
ラ
ン
高

原
に
駐
留
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
を
攻
撃
。
戦
線
に
は
イ
ラ
ク
や
ヨ
ル

ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
リ
ビ
ア
、
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
が
軍
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隊
を
派
遣
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
面
戦
争
の
様
相
を

呈
し
た
。
不
意
打
ち
を
食
ら
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

た
が
、
予
備
役
の
招
集
や
米
国
の
支
援
に
よ
っ
て
押
し
返
し
、
米
国

主
導
の
決
着
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

こ
の
戦
争
で
は
、
湾
岸
産
油
国
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
を
支
援

す
る
国
に
対
し
て
石
油
の
輸
出
制
限
や
価
格
大
幅
引
き
上
げ
な
ど
の

措
置
を
実
施
し
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
は
終
戦

後
、
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
仲
介
に
奔
走
し
、
シ
ナ
イ
半
島
で

の
双
方
の
兵
力
引
き
離
し
を
完
了
さ
せ
、
財
政
が
逼ひ
っ

迫ぱ
く

す
る
エ
ジ
プ

ト
と
の
関
係
を
改
善
し
た
。
そ
の
結
果
、
エ
ジ
プ
ト
は
1
9
7
6
年

に
ソ
連
と
の
友
好
協
力
条
約
を
破
棄
す
る
に
至
る
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
和
平
へ
の
突
破

口
を
開
い
た
の
が
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
だ
っ
た
。
1
9
7
8
年
、
エ

ジ
プ
ト
の
サ
ダ
ト
大
統
領
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
べ
ギ
ン
首
相
を
大
統
領

山
荘
の
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
招
い
て
行
わ
れ
た
13
日
間
に
わ
た

る
秘
密
交
渉
の
結
果
、
①
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
平
和
条
約
締

結
交
渉
の
開
始
、
②
平
和
条
約
調
印
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
段
階
的

な
シ
ナ
イ
半
島
か
ら
の
撤
退
、
③
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地

区
か
ら
の
撤
退
と
パ
レ
ス
チ
ナ
住
民
に
よ
る
完
全
自
治
の
実
現

─

で
合
意
し
た
。

　

だ
が
、
嵐
は
そ
の
直
後
に
訪
れ
る
。
1
9
7
9
年
の
反
米
勢
力
に

よ
る
イ
ラ
ン
革
命
と
、
そ
れ
に
続
く
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

イスラエル建国後、４度にわたる中東戦争

第１次
（パレスチナ戦争）

（1948 ～ 49年）

第２次
（スエズ戦争）

（1956 ～ 57年）

第４次
（ヨム・キプル戦争）

（1973年）

第３次
（6日間戦争）

（1967年）

・原因：独立を宣言したイスラエルに反発したアラブ諸国が軍事侵攻

・構図：イスラエル対エジプト、ヨルダン、シリア、レバノン、イラク

・結果：国連の仲介で停戦。イスラエルがガザ、ヨルダン川西岸を除く
　　　  パレスチナのほとんどを獲得

・原因：スエズ運河を国有化したエジプトに対しイスラエルと英仏が軍事侵攻

・構図：イスラエル、英仏対エジプト

・結果：英仏イスラエルによる侵攻に国際的な批判が集まり、
　　　  停戦を求める国連決議を４カ国が受諾

・原因：エジプトとシリアが失地回復を狙ってイスラエルを軍事攻撃

・構図：イスラエル対エジプト、シリア。イラク、ヨルダン、サウジアラビアなど
　　  　アラブ諸国が参戦
・結果：緒戦の劣勢を盛り返したイスラエルが勝利。エジプトと国交樹立し、
　　　  シナイ半島を返還

・原因：イスラエルが奇襲でエジプトやシリアなどを軍事侵攻

・構図：イスラエル対エジプト、シリア、ヨルダン、イラク

・結果：イスラエルがシナイ半島、ガザ、ゴラン高原、ヨルダン川西岸、
　　  　東エルサレムを支配
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だ
。
革
命
直
後
、
イ
ラ
ン
の
大
学
生
が
テ
ヘ
ラ
ン
の
米
国
大
使
館
を

襲
撃
し
て
職
員
を
人
質
に
と
る
事
件
が
起
き
た
。
両
国
は
国
交
を
断

絶
し
て
従
来
の
友
好
国
か
ら
敵
対
国
へ
と
変
貌
し
た
。
人
質
解
放
ま

で
に
は
1
年
以
上
か
か
り
、
実
現
し
た
の
は
カ
ー
タ
ー
氏
が
次
期
大

統
領
の
レ
ー
ガ
ン
氏
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
直
後
だ
っ
た
。
イ
ラ
ン

は
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
中
東
の
親
米
国
と
も
敵
対
し
、
そ
の
対
立
構
図

は
40
年
以
上
を
経
た
今
も
続
い
て
い
る
。

死
活
的
利
害
定
め
た
「
カ
ー
タ
ー
・
ド
ク
ト
リ
ン
」

　

中
東
に
お
け
る
地
政
学
的
な
米
国
の
基
本
戦
略
を
提
示
し
た
の

が
、
一
連
の
事
件
直
後
の
1
9
8
0
年
年
頭
の
一
般
教
書
演
説
に
お

い
て
カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
発
表
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ー
タ
ー
・
ド

ク
ト
リ
ン
」
だ
。
こ
こ
で
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
「
ペ
ル
シ
ャ
湾
地
域

の
支
配
権
を
得
よ
う
と
す
る
外
部
の
い
か
な
る
勢
力
の
試
み
も
、
米

国
の
死
活
的
利
害
に
対
す
る
攻
撃
と
み
な
し
、
軍
事
力
を
含
む
必
要

な
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
撃
退
す
る
」
と
強
調
し
た
。

南
進
す
る
ソ
連
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
、
中
東
に
一

層
関
与
を
深
め
る
分
岐
点
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
が
具
体
的
に
な
っ
た
の
が
、
1
9
9
0
年
の
イ
ラ
ク
に
よ
る

ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
だ
ろ
う
。
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
の
ベ
ー
カ
ー
国

務
長
官
は
フ
セ
イ
ン
大
統
領
が
統
率
す
る
イ
ラ
ク
軍
を
撃
退
す
る
た

め
に
国
際
社
会
を
結
束
さ
せ
、
国
連
安
保
理
の
決
議
を
踏
ま
え
た
多

国
籍
軍
編
成
に
奔
走
し
、
1
9
9
1
年
に
湾
岸
戦
争
を
開
始
す
る
。

当
時
、
す
で
に
東
西
冷
戦
は
終
結
し
て
ソ
連
の
国
力
が
低
下
し
、
政

治
・
軍
事
両
面
で
存
在
感
を
示
し
た
米
国
が
世
界
の
唯
一
の
超
大
国

と
し
て
君
臨
し
て
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
。

　

そ
の
10
年
後
、
米
国
は
衝
撃
に
包
ま
れ
る
。
2
0
0
1
年
、
米
国

本
土
が
攻
撃
さ
れ
、
約
3
0
0
0
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
米
同
時
多
発

テ
ロ
は
、米
国
の
20
年
に
わ
た
る
対
テ
ロ
戦
争
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
政
権
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
で

の
戦
争
と
並
行
し
て
、
外
交
的
に
は
「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

を
掲
げ
、「
中
東
民
主
化
」
に
よ
る
地
域
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
が
、

王
政
国
家
を
中
心
に
権
威
主
義
的
な
国
家
が
多
い
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ

ム
諸
国
か
ら
反
発
を
受
け
、
米
国
の
影
響
力
は
低
下
し
て
い
く
。

ハ
マ
ス
台
頭
の
誤
算

　

パ
レ
ス
チ
ナ
和
平
の
展
望
も
見
誤
っ
た
。
2
0
0
6
年
、
米
国
が

テ
ロ
組
織
に
指
定
す
る
対
イ
ス
ラ
エ
ル
最
強
硬
派
の
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
が
パ
レ
ス
チ
ナ
評
議
会
選
挙
で
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

（
P
L
O
）
主
流
派
フ
ァ
タ
ハ
を
破
っ
て
実
権
を
握
っ
た
際
に
は
、

困
惑
を
隠
せ
な
か
っ
た
。「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
標
的
が
「
民
主
化
」

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
政
権
を
奪
う
と
い
う
構
図
は
、
米
国
の
政
策
の

行
き
詰
ま
り
を
示
し
て
い
た
か
ら
だ
。
ハ
マ
ス
と
フ
ァ
タ
ハ
の
統
一

政
府
の
試
み
も
失
敗
し
、
米
国
は
ハ
マ
ス
と
対
立
し
な
が
ら
パ
レ
ス

チ
ナ
を
守
る
と
い
う
複
雑
な
外
交
を
強
い
ら
れ
た
。

　

2
0
1
7
年
に
政
権
に
就
い
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
イ
ス
ラ
エ
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ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
「
2
国
家
共
存
」
と
い
う
米
国
の
従
来
方
針
を

維
持
し
つ
つ
、
一
気
に
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
に
舵
を
切
る
和
平
構
想
を

提
示
し
た
。
一
方
的
に
エ
ル
サ
レ
ム
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
と
認
定

し
、
国
際
法
違
反
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
側
へ
の
入
植
を
あ

る
程
度
認
め
、「
よ
り
小
さ
い
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
」と
す
る
案
だ
っ
た
。

一
方
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
頭
越
し
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の

関
係
改
善
を
仲
介
し
、
い
よ
い
よ
パ
レ
ス
チ
ナ
側
は
孤
立
感
を
深
め

て
い
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
の
和
解
路
線
は
現
在
の
バ
イ
デ
ン
政
権
で

も
引
き
継
が
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
国
交
正
常
化

交
渉
が
正
念
場
を
迎
え
る
さ
な
か
で
起
き
た
の
が
、
今
回
の
ハ
マ
ス

の
イ
ス
ラ
エ
ル
襲
撃
だ
っ
た
。
ア
ラ
ブ
側
に
も
ハ
マ
ス
の
襲
撃
を
非

難
す
る
声
は
大
き
い
が
、
そ
れ
で
も
孤
立
感
を
深
め
て
い
っ
た
パ
レ

ス
チ
ナ
に
同
情
す
る
声
も
同
時
に
根
強
く
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地

上
侵
攻
で
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
に
は
反
対
す

る
声
が
ア
ラ
ブ
諸
国
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
の

は
、
周
知
の
通
り
だ
。

　

冒
頭
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
立
場
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え

た
米
国
の
心
情
が
表
れ
て
い
る
。
米
国
は
現
在
も
中
東
に
お
い
て
の

最
優
先
課
題
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
擁
護
す
る
こ
と
だ
が
、
同
時
に
米
国

は
ア
ラ
ブ
諸
国
に
も
年
間
数
十
億
ド
ル
の
対
外
援
助
を
投
じ
、
主
要

国
に
軍
事
拠
点
を
置
き
、
エ
ジ
プ
ト
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
に
軍

事
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
テ
ロ
組
織
に
指
定
す
る
ハ
マ
ス

主な米大統領の中東和平への取り組み

■
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
合
意
（
１
９
７
８
年
）

民主・カーター

■
オ
ス
ロ
合
意
（
１
９
９
３
年
）

民主・クリントン

■
中
東
和
平
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
２
０
０
３
年
）

共和・ブッシュ子

■
和
平
構
想
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
（
２
０
２
０
年
）

共和・トランプ

大統領山荘でエ
ジプト、イスラエ
ルとの３カ国首脳
会談を開催。会
談は13日間に及
び、エジプト、イ
スラエル平和条
約交渉開始やパ
レスチナの自治
で合意。後に条
約締結

イスラエルとパレ
スチナ解放機構
（PLO）によるオ
スロ合意署名式
をホワイトハウス
で開催。イスラ
エルとパレスチナ
は互いの生存権
を認め、パレスチ
ナ自治政府が誕
生

イスラエルとパレ
スチナ自治政府
のトップ会談を主
催。パレスチナ
側による暴力の
停止とイスラエル
による入植活動
の停止などを両
国が受け入れる
が、実現には至
らず

エルサレムをイス
ラエルの首都と
し、より小さなパ
レスチナ国家を
樹立する構想を
提起するが、パ
レスチナ側は拒
否。イスラエルと
アラブ諸国の関
係正常化を仲介
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と
は
対
抗
し
、
そ
の
統
制

下
に
あ
る
無む

辜こ

の
パ
レ
ス

チ
ナ
住
民
を
守
る
と
い
う

使
命
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
の
方
程
式
を
解
く

の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

戦
闘
の
中
断
を
求
め
る

国
連
安
保
理
決
議
案
に
拒

否
権
を
行
使
し
た
バ
イ
デ

ン
政
権
だ
っ
た
が
、
10
月

22
日
の
米
紙
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
（
電
子
版
）

に
よ
る
と
、
一
方
で
、
大

規
模
侵
攻
に
踏
み
切
ろ
う

と
す
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権

に
説
得
の
試
み
は
継
続
し

て
い
る
と
い
う
。
イ
ス
ラ

エ
ル
を
訪
問
し
た
バ
イ
デ

ン
大
統
領
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
の
閣
僚
ら
と
の
会
談

で
、
こ
う
矢
継
ぎ
早
に
疑

問
を
投
げ
か
け
た
と
い

う
。

複
雑
な
方
程
式
に
ど
う
対
処

　

ハ
マ
ス
が
交
戦
し
て
戦
況
が
行
き
詰
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？　

ど
う
や
っ
て
人
道
支
援
を
行
い
、
民
間
人
を
守
る
の
か
？　

人
質
を

ど
う
解
放
す
る
の
か
？　

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
も
戦
場
に
な
ら
な
い

か
？　

ヒ
ズ
ボ
ラ
が
北
か
ら
攻
撃
し
て
き
た
ら
ど
う
対
応
す
る
の

か
？　

イ
ラ
ン
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
？　

ハ
マ
ス
の

壊
滅
に
成
功
し
た
と
し
て
、
ガ
ザ
を
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
？　

そ
の
時
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
が
描
く
中
東
和
平
へ
の
希
望
は
ど
う

な
る
の
か
？　

そ
し
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
閣
僚
ら
に
こ
う
伝
え
た

と
い
う
。「
9
・
11
後
の
米
国
と
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
。

怒
り
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」

　

米
国
と
中
東
の
関
係
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
た
75
年
前
と

は
大
き
く
異
な
る
。
米
国
に
と
っ
て
中
東
は
重
要
な
戦
略
的
な
利
益

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
守
り
、
湾
岸
・
ア
ラ
ブ
諸
国

を
支
援
し
て
き
た
。
だ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
す
で
に
軍
事
強
国
で
あ

り
、
エ
ジ
プ
ト
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
も
地
域
大
国
と
な
っ
た
。
米
国

は
も
は
や
中
東
の
石
油
に
頼
る
こ
と
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
純
輸
出

国
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
一
連
の
対
テ
ロ
戦
争
で
疲
弊
し
、
地
政

学
的
な
関
心
は
、
台
頭
著
し
い
中
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
ハ
マ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
闘
は
、
イ
ラ
ン
と
の
軍
事
的
な

緊
張
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
中
、
再
び
米
国
が
中
東
の
混
乱
と
紛
争

に
巻
き
込
ま
れ
、
新
た
な
犠
牲
を
伴
う
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
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れ
を
奇
貨
と
し
て
ロ
シ
ア
や
中
国
が
米
国
の
弱
体
化
を
狙
い
、
米
国

を
追
い
詰
め
よ
う
と
す
る
こ
と
も
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
。
こ
う

し
た
事
態
を
避
け
つ
つ
、
紛
争
を
解
決
に
導
き
、
中
東
で
の
抑
止
効

果
を
高
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
米
国
の
新
た
な
中
東
戦
略

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。


